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研究成果の概要（和文）：本研究では、医学部留学生が獲得すべき日本語能力として下記の２点について調査・
研究を行った。
①語彙力：まず、医学用語の習得・定着を図ることを学修目的とした医学日本語コースを開発し実践した。次
に、実践における医学用語習熟度を測定するため、医学語彙試験を開発し経時的に試験を実施した。これまでの
実践および試験結果から、日本語教育における医学用語習得の有効性が確認された。
②コミュニケーション力：医療面接の量的・質的分析を行った結果、日本人学生との比較から留学生のコミュニ
ケーションの特徴と日本語の問題点が明らかになった。日本語教育におけるコュニケーション力向上のためのト
レーニングの必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study consists of an investigation and research about medical Japanese 
language.1) We developed a course in medical Japanese with the objective of facilitating 
international students’ language acquisition. We also developed and conducted a medical vocabulary 
test and evaluated its usefulness. 2) As a result of the quantitative and qualitative analyses of 
medical interviews, the communication characteristics and Japanese language problems of 
international students were clarified through a comparison with Japanese students. 
Through these practices, surveys, and research, the effectiveness of operational practice for the 
acquisition and retention of medical terminology in the lower grades was confirmed in the context of
 Japanese language education for foreign students in the school of medicine. On the other hand, the 
necessity of training to improve communication skills was suggested for the upper grades.

研究分野：日本語教育

キーワード： 専門日本語教育　医学日本語　医学用語　医療コミュニケーション　成人学習理論　RIAS　誤用分析　
語彙試験

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は2点ある。
①医学部留学生の日本語教育を医学教育において日本で初めて体系的に実践し、一定の評価が得られたことであ
る。開発した医学日本語コースは、成人学習理論を背景とし、第二言語習得の種々のアプローチを取り入れたコ
ースであり、日本語以外の第二・第三言語で医学を学ぶ医学生のための言語学習に応用できると考えられる。
②これまで注目されてこなかった医学部留学生の医療面接場面のコミュニケーションの特徴を明らかにしたこと
である。コミュニケーションを阻害する言語面の問題解決のためには継続的なトレーニングの必要性が示唆され
たことは、今後増加が見込まれる外国人医療従事者教育の基礎的データとなりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
政府の「留学生 30 万人計画」により、高等教育機関への外国人留学生数は年々増加している。

一方で医学部については、我が国ではこれまで 40 年あまり医学部新設が認められておらず、全

国 80 大学を合わせても毎年数十名ほどの留学生を受け入れるにとどまっており、医学部外国人

留学生はほとんど増加していない。 

そのような中、国家戦略特別区域とされた千葉県成田市において、国際医療福祉大学（以下、

本学）では 2017 年 4月に医学部を開設し、定員 140 名のうち 20名の外国人留学生を受け入れ、

外国人医師の育成を目指すことになった。留学生の半数以上は医学部入学時点で日本語が初級

レベルであり、入学後は英語で医学を学んでいる。しかし、卒業後は日本の医師国家免許を取得

し、日本でも医師として働き学び続けることが臨床医として必須であることから、留学生には日

本人医師と同様の高い医学日本語能力を在学期間中に獲得することが要求されている。 

 本学のような初級レベルの留学生日本語教育は先行事例がないことから、手探りで教育を行

っている現状にあった。何をどのように指導すれば効率的に留学生の日本語能力を向上させ、ス

ムーズに日本語での医学教育に移行できるのか、人命に直結する分野であるゆえとりわけ日本

語能力獲得は重要であり、医学専門日本語教育研究への着手は喫緊の課題であった。 

 

２．研究の目的 
他大学の医学部留学生、医学部教員、外国人医師らへの聞き取り調査から、医学部留学生が優

先して獲得すべき能力として（１）語彙力、（２）コミュニケーション力が挙げられた。そこで

本研究では、この２点の能力獲得において下記を明らかにすることを目的とした。 

（１）語彙力 

医学部での日本語教育において、どのように教育すれば効率的に医学語彙を習得し、スムーズ

に専門科目の医学教育に移行することができるのか。下記の２点の実践から考察する。 

①医学語彙の習得・定着を目的とした医学日本語コースを開発し実践する 

②実践における医学用語習熟度を測定するため、医学語彙試験を開発し実施する 

（２）コミュニケーション力 

留学生を対象とした医療コミュニケーション教育実践に向けて、医療面接時の患者とのコミ

ュニケーションについて次の 2点を明らかにする。 

①日本人学生と比較して、留学生にのみ見られる医療面接でのコミュニケーションの特徴は

あるのか、あるとすればどのような特徴か 

②医療面接において模擬患者から聞き返しを受けた留学生の発話について、留学生の日本語

の何が問題になっているのか 

 

３．研究の方法 
（１）語彙力 

①医学日本語コースの開発と実践 

まず、専門日本語教育におけるコースデザインの観点からニーズ調査を実施した。その調査結

果を基に、医学授業と内容を連動させた医学日本語コースを開発し、試行した。試行コースを受

講した留学生へのアンケートおよびインタビュー調査を基にコースの改良を行い、次年度の正

規の授業として実践した。 

②医学語彙試験の開発と実施 



別途開発に参加していた医学コーパス（基盤研究（B）「日本国内で医師を目指す外国人を対象

とした医学語彙教材開発のための総合的研究」代表者：三枝令子、課題番号：18H00679）を用い、

診療科ごとに特徴度の高い語彙を抽出し医学語彙リストを作成した。リストは医師のアドバイ

スを受けて、留学生の履修進度に合わせた語彙選択を行った。そのリストを基に語彙試験を作成

し、コース実践において実施した。 

（２）コミュニケーション力 

①第一段階の量的分析として The Roter Interaction Analysis System (RIAS)を用いて医療

面接でのやりとりを定量的に分析した。 

②第一段階で得られたデータから、第二段階の質的分析として模擬患者から「繰り返しの要請」

を受けた留学生の発話を第二言語習得研究の誤用分析の観点から分類し問題点を記述した。 

 

４．研究成果 
（１）語彙力 

まず、これまでの 3年間のコース実践のデータや観察から、留学生らは 3年次からの日本語で

の医学教育へスムーズに移行できているとみられ、医学語彙の学習・習得に本コースが効果的で

あることが窺えた。コース後の留学生へのインタビューでは、「医学部の授業で習ったことを日

本語で勉強し直すことでより深く記憶に残る」「一人で勉強していると流してしまう語彙や表現

を、みんなで勉強することでより確実に学ぶことができた」など、専門科目で学んだ内容を日本

語に置き換えていくなかで、既有の医学知識を整理しながら日本語の語彙や表現を習得してい

くようすが確認された。 

次に、実践における医学用語習熟度を測定するため、医学語彙試験を開発し経時的に試験を実

施した。当初は試験は 2年生までに学修する 13診療科（循環器、呼吸器、消化器、腎泌尿器、

内分泌代謝系、婦人科系（産科・婦人科）、運動器（整形外科・皮膚科・膠原病）、脳神経系（脳

神経内科・脳外科・精神科）、胎児・小児、感覚器（眼科・耳鼻科）、血液、腫瘍と臨床、感染症）

ごとに作成し、コース実践の過程において実施する予定であった。しかし、新型コロナウイルス

感染拡大から対面での試験実施が不可能となったため、新たに全診療科をまとめた総合的な医

学語彙試験を開発するに至った。試験は最終年度にコース実践の過程で継続的に年３回実施し、

結果を集計した。試験結果から、医学語彙の学修において一定の成果が確認された。 

（２）コミュニケーション力 

まず、量的分析を行った結果、医療面接場面の患者とのコミュニケーションにおいて留学生に

は日本人学生とは異なるコミュニケーションの特徴があることが明らかになった。その特徴は、

「開かれた質問」が少なく「閉じた質問」が多いこと、模擬患者の情報提供に対する「理解の確

認」が少ないことの 2点である。 

次に、質的分析を行った結果、医療面接において円滑なコミュニケーションを阻害する言語面

の要因は、発音、語彙、文法、談話と多岐にわたっていることが明らかになった。そして現状の

まま留学生に対する言語運用面の支援がないままであれば、学年が上がり医療面接の実施経験

が増えることのみでコミュニケーションの齟齬が減るとは考えにくいことが示された。 

これらの結果から医療コミュニケーションにおける日本語面のフィードバックの必要性と 6

年間の教育期間における継続的なコミュニケーション・トレーニングの必要性が示された。 
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